
題材名 「 雅楽の魅力について考え、味わって鑑賞しよう 」 （第１学年 B鑑賞）

■本時の概要

■題材の目標
リズムやテクスチュアを知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、我が国や郷土の伝統音楽
の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性について理解し、曲や演奏に対する評価とその根拠について自分な
りに考え、雅楽のよさや美しさを味わって聴く。

■本事例のポイント
１.生徒一人ひとりが考える雅楽の魅力についての根拠を、クラウド上で共有した音源や動画を自由に選択しながら考えられるようにした。
２.共有した音源や動画を用い他者と交流できるようにするなど、主体的に教材と向き合える環境をつくり、知覚・感受の活動を充実させた。
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■題材の指導計画（全３時間）
第１時
「我が国の伝統音楽の特徴について理解し、雅楽に
興味、関心をもつ」

 ・雅楽の歴史を学び、オーケストラと比較し特徴を考
  える。
 ・唱歌を歌いながら、拍の特徴に気付く。

第２時
「雅楽の魅力について、リズムやテクスチュアを根拠に
考え、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組む」

 ・雅楽の魅力について、1人１台端末を用いて自分
なりの言葉で表現する。

第３時
「他者の発表を聴き、雅楽の魅力について深める」
・他者の意見を聴きながら、雅楽の魅力について深

  める。
・改めて雅楽を聴き、魅力についてまとめ直す。

生徒が、魅力についてどの視
点から考えるかを想定し、教
材を複数用意することによって、
生徒が自分のタイミングで選択
して学習できるようにしました。

「雅楽にどのような魅力があるか」
という課題に対し、知覚・感受したことを根拠に考えられるようにしました。

学習の流れを共有し、見通し
がもてるようにしました。また、
聴取教材の中に、小学校で既
習の「越天楽今様」や、「君が
代」を入れて、雅楽を身近に感
じられるようにしました。

他の器楽曲
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■学習調整をしている子供の姿
■指導と評価の工夫

①活動の様子をクラウド上で共有

＊生徒はクラウド上で他者の考えを参照し、必
要に応じて直接交流をすることで、自分の考
えを深めることができる。

＊教師はつまずいている生徒に支援ができる。

②クラウド上で教材を共有
＊音源や動画を、生徒自身が必要な時に見
られるようにすることで、自分のペースで学習
を進めることができ、知覚・感受の活動が充
実する。

＊共有された教材を使い対話する際、必要に
応じてイヤホンスプリッターを使用し、他者と
一緒に聴くことで、音や音楽を伴った交流が
できる。

【活用したアプリや機能】ロイロノート

雅楽は楽器ごとに役割があ
りそうだと気付いたけど…。

繰り返し音楽を聴いたり、仲間と
一緒に聴きながら交流することで、
気付いたことから、雅楽の魅力につ
いて考えを深めていた。

子供が学び方を選択する場面の設定

自分でじっくり考えた後に、共有された仲
間の意見を見て、考えをさらに深めていた。

まずは自分でじっくり。 ■成果（○）と課題（▲）
○音源や動画、参考資料を必要な時に見ら
れるようにした。また、イヤホンスプリッター等
の教具を充実させ、一人でじっくり聴いたり、
数人で演奏を聴きながら意見を共有したり
することで、学習調整を促すことができた。

▲雅楽の魅力について、根拠をもって自分なり
に考えることが難しく、考えをまとめることに時
間がかかった。知覚・感受したことを基に、音
楽のよさや美しさを味わって聴くことが目的で
あり、調べ学習にならないような題材計画に
配慮が必要である。
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